
 金印「漢委奴国王」についてについて　　　　　　　令和２年４月　藤代歴史愛好会　石山博
はじめに
この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。一農夫により発見されました。により発見されました。発見されました。されました。
すぐに黒田藩へ差し出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。へ差し出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。差し出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。し出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。され、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。で一農夫により発見されました。は国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。となり発見されました。福岡市立博物館で見ることができます。で一農夫により発見されました。見されました。ることがで一農夫により発見されました。きます。
この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。宋の史官范曄（はんよう、の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。史官范曄（はんよう、はんよう、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。398-445 年）がが 426 年ころ著した「後漢書・東夷著した「後漢書・東夷した「後漢書・東夷
伝」にある記述「建武中元二年（」についてにある記述「建武中元二年（はんよう、57 年）が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭奴国、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奉貢朝賀す。使人、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。自ら大夫と称すら大夫と称す大夫により発見されました。と称すす。
倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。南界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであめるや、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武（はんよう、帝）が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであうに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ以ってす」の印綬に相当するものであってす」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印綬を以ってす」の印綬に相当するものであに相当するものであするも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。あ
ることには異論はないようです。はないようで一農夫により発見されました。す。
金印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴国」についてと東夷伝」にある記述「建武中元二年（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「倭奴国」についてと同一で一農夫により発見されました。あることも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。誰もが、認めているようですも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。認めているようですめているようで一農夫により発見されました。す。
さてこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印はなんと読むのでしょうか。むの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。しょうか。
現在通説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（とされているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明治時代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。学者三宅米吉（はんよう、1860－1929
年）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（「かんの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。・わの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。・なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。こくおう」についてという三段に読むものなのに読むのでしょうか。むも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
で一農夫により発見されました。す。
しかし江戸時代後期の学者の中には、「新唐書に『日本は古の委奴なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。学者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中には、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「新唐書に『日本は古の委奴な日本は古の委奴なは古の委奴なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委奴な
り発見されました。』とあることにより発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委奴・倭奴は大和なり発見されました。」についてという人も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。いました。
しかしそれで一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。なぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出大和の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王がも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ら大夫と称すった金印が志賀島で一農夫により発見されました。より発見されました。出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。たの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。かという疑問は当然出は当するものであ然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。
ます。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。答えの一つは、「大和へ持って帰る途中、取り落としたのだ。えの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一つは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「大和へ差し出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。持って帰る途中、取り落としたのだ。って帰る途中、取り落としたのだ。る途中、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。取り落としたのだ。り発見されました。落としたのだ。としたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だ。
あるいは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。不名誉なことと思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。なことと思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。てたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だ」についてなどという苦しいものになりました。しいも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。になり発見されました。ました。
講釈師、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。見されました。てきたような嘘をいい。これでは学問ではありません。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであいい。これで一農夫により発見されました。は学問は当然出で一農夫により発見されました。はあり発見されました。ません。
これを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ救わんとして、次ぎに「委奴は、筑前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治わんとして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。次ぎに「委奴は、筑前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治ぎに「委奴は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。筑前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。伊都（はんよう、いと）がなり発見されました。」についてという説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（が出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。て、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明治
初期の学者の中には、「新唐書に『日本は古の委奴なまで一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。通説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（だったそうで一農夫により発見されました。す。
伊都と志賀島で一農夫により発見されました。は同じ筑前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治で一農夫により発見されました。あり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。苦しいものになりました。しい言い訳はクリアーできたと思われました。い訳はクリアーできたと思われました。はクリアーできたと思われました。で一農夫により発見されました。きたと思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。われました。
しかし一世紀当するものであ時、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。伊都は倭百余国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。第一の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。主権者だったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。か、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。という疑問は当然出は残っていまっていま
した。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ排斥（はんよう、はいせき）がしたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明治 25 年の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三宅米吉の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（で一農夫により発見されました。した。
つまり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委は「ゐ」についてで一農夫により発見されました。あり発見されました。「い」についてで一農夫により発見されました。はないし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。また奴が「ど」についてで一農夫により発見されました。あるの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。に対し都はし都は
「と」についてで一農夫により発見されました。あって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。音韻があわない。があわない。
「委」については「倭」についてで一農夫により発見されました。あり発見されました。「大和」についてで一農夫により発見されました。ある。また「奴」については古の委奴なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「儺（はんよう、な）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。県の志賀島で一農夫により発見されました。」についていまの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。那珂郡
（はんよう、博多湾岸）がなり発見されました。」についてとしました。そしてあの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「三段に読むものなの読むのでしょうか。法」を提示したのです。」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ提示したのです。したの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような通説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（に対し都はし古の委奴な田武彦氏は疑問を持たれ、金印の読み方を探求しました。は疑問は当然出を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ持って帰る途中、取り落としたのだ。たれ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。読むのでしょうか。み方を探求しました。方を探求しました。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ探求しました。しました。
例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あえば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ銅印で一農夫により発見されました。すが、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ」についてで一農夫により発見されました。は「魏」についてが与える方「鮮卑」が与えられる国あえる方を探求しました。「鮮卑」についてが与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれる国あ
るいは民族名だそうで一農夫により発見されました。す。そして「率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ」については、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「魏に忠実な千人の部隊長」というよな千人の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。部隊長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ」についてというよ
うな意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。だそうで一農夫により発見されました。す。つまり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「国王」についてに相当するものであする身分です。で一農夫により発見されました。す。

1



すべての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印が「与える方「鮮卑」が与えられる国あえる側－与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれる側の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国名・部族名とその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。身分です。」についてという、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二段に読むものなのに読むのでしょうか。む
べきも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。した。
印制は、例え銅印であれ天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あえ銅印で一農夫により発見されました。あれ天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）する国・部族に与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれるも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。陪臣（はんよう、また家来）が
に与える方「鮮卑」が与えられる国あえるも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。はなかったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
ましてやこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東夷の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王たる実な千人の部隊長」というよ力と忠実さをもった「倭国の王」に与えらと忠実な千人の部隊長」というよさを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。った「倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王」についてに与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称す
れたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
解説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（：古の委奴な田 武彦（はんよう、ふるた たけひこ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。1926 年（はんよう、大正 15 年）が8 月 8 日 – 2015 年（はんよう、平成 27
年）が10 月 14 日[1]）がは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。日本は古の委奴なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。想史学者・古の委奴な代史研究家。元昭和薬科大学教授。
専門は親鸞等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。は親鸞等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中世思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。想史だが、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。むしろ著した「後漢書・東夷古の委奴な代史研究において著した「後漢書・東夷名で一農夫により発見されました。ある。
も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。う少し具体的に言いますと、し具体的に言いますと、に言い訳はクリアーできたと思われました。いますと、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。読むのでしょうか。み方を探求しました。方を探求しました。には、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「二段に読むものなのに読むのでしょうか。むルーできたと思われました。ルの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。存在」についてがあった。
　
大谷大学図書館で見ることができます。内禿庵文庫には、大谷螢誠氏の蒐集にかかる各種の印の実物が蔵せられてには、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大谷螢誠氏は疑問を持たれ、金印の読み方を探求しました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。蒐集にかかる各種の印の実物が蔵せられてにかかる各種の印の実物が蔵せられての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよ物が蔵せられてせら大夫と称すれて
いた。それら大夫と称すを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ一つ一つ検査していった結果、印文の国名表記法には、一定のルールが存していった結果、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印文の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国名表記法」を提示したのです。には、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一定のルールが存の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ルーできたと思われました。ルが存
在することが検出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。されました。
 
印文の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ルーできたと思われました。ル
古の委奴な代中国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印文の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよ例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものでああげると。
　　漢帰る途中、取り落としたのだ。義胡長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ（はんよう、銅印駝鈕　大谷大学禿庵文庫には、大谷螢誠氏の蒐集にかかる各種の印の実物が蔵せられて現蔵せられて『日本は古の委奴な中国古の委奴な印図録』収録
　以ってす」の印綬に相当するものであ下「大谷大学現蔵せられて」についてと略記する）が
　　魏烏丸率善佰長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ（はんよう、二百蘭亭斉古の委奴な印ら大夫と称すんていせいこいん収蔵せられて）が
　　魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ（はんよう、銅印駝鈕だちゅう大谷大学現蔵せられて）が
　　晋匈奴率善佰長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ（はんよう、銅印駝鈕大谷大学現蔵せられて）が
　　晋烏丸帰る途中、取り落としたのだ。義侯*（はんよう、銅印駝鈕～大谷大学現蔵せられて）が
　　晋帰る途中、取り落としたのだ。義羌王（はんよう、銅印塗金ときん兎鈕とちゅう　　　
          -------常延年じょうえんねん『日本は古の委奴な集にかかる各種の印の実物が蔵せられて古の委奴な印譜しゅうこいんぷ』）しゅうこいんぷ』）が
　　　　　　　侯*は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。侯の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。異体字。JIS第４水準、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ユニコーできたと思われました。ド 77E6
　以ってす」の印綬に相当するものであ上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。いずれも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつい印書の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あで一農夫により発見されました。す。しかし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一般に印を論ずるとき、いつに印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ論はないようです。ずるとき、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。いつ
も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。わたしたちを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ悩ませる厄介な課題があります。印の真偽問題です。ませる厄介な課題があります。印の真偽問題です。な課題があります。印の真偽問題です。があり発見されました。ます。印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。真偽問は当然出題があります。印の真偽問題です。で一農夫により発見されました。す。
しかしこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。場合は、幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。いにも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。それにわずら大夫と称すわされる必要がありません。があり発見されました。ません。
なぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出なら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。左のルールに例外がなかったからです。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ルーできたと思われました。ルに例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ外がなかったからです。がなかったから大夫と称すで一農夫により発見されました。す。
　すなわち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。それら大夫と称すはすべて「二段に読むものなの国名」についてで一農夫により発見されました。あった。
最初に印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ授与える方「鮮卑」が与えられる国あする中国側の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国号を書き、つぎに授与される側の国号（部族名）を書く。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ書き、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎに授与える方「鮮卑」が与えられる国あされる側の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国号を書き、つぎに授与される側の国号（部族名）を書く。（はんよう、部族名）がを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ書く。
つまり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「ＡのＢ」という風に、国名を二段に記してありました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。Ｂ」という風に、国名を二段に記してありました。」についてという風に、国名を二段に記してありました。に、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国名を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ二段に読むものなのに記してあり発見されました。ました。
これに対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「ＡのＢ」という風に、国名を二段に記してありました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。Ｂ」という風に、国名を二段に記してありました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。Ｃ」という、三段国名の表記は全く存在しなかった。（「率善そ」についてという、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三段に読むものなの国名の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。表記は全く存在しなかった。（「率善そく存在しなかった。（はんよう、「率善そ
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つぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出ん」について「帰る途中、取り落としたのだ。義きぎ」についてといった語は、中国の天子に対し忠実に服従していることを賞するは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）に対し都はし忠実な千人の部隊長」というよに服従していることを賞するしていることを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ賞するする
ための金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。術語は、中国の天子に対し忠実に服従していることを賞するで一農夫により発見されました。あって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国名で一農夫により発見されました。はあり発見されました。ません）が。
　考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるというえてみ方を探求しました。れば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。これは当するものであ然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。なぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出なら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）が夷蛮の長に印を与えるというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あに印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ与える方「鮮卑」が与えられる国あえるという
行為は、与える側（漢・魏・晋など中国側）と与えられる側（夷蛮の長）との間の、直接は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。与える方「鮮卑」が与えられる国あえる側（はんよう、漢・魏・晋など中国側）がと与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれる側（はんよう、夷蛮の長に印を与えるというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ）がとの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。直接
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。統属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）関係を示すものだからです。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ示したのです。すも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だから大夫と称すで一農夫により発見されました。す。
したがって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「中間の、直接者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。存在」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ許容しません。ために印文の文面も、二者の関係だけがしません。ために印文の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。文面も、二者の関係だけがも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。関係を示すものだからです。だけが
記されているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。それゆえに、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「定のルールが存説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。様に、「漢の委の奴の国に、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国
王」についてと三段に読むものなのに読むのでしょうか。むことはで一農夫により発見されました。きません。
で一農夫により発見されました。はなぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王」についてが「委奴国あるいは倭奴国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王」についてとされたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。しょうか。
古の委奴な田武彦氏は疑問を持たれ、金印の読み方を探求しました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。当するものであ時の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。北狄である匈奴との確執からといいます。で一農夫により発見されました。ある匈奴との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。確執からといいます。から大夫と称すといいます。
後漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「新」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王とは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。百余部族を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ率いる匈奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あに「新匈奴単于章」（単于は王と」について（はんよう、単于は王と
いう匈奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。称す）がなる印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ与える方「鮮卑」が与えられる国あえ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つかの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。平穏な時を過ごしたのだそうです。な時を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ過ごしたのだそうです。ごしたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だそうで一農夫により発見されました。す。
しかし前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王族で一農夫により発見されました。あった劉秀は新を滅ぼし、は新を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ滅ぼし、ぼし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。25 年に後漢を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ建てました。
そして再び、匈奴との間に戦乱が生じました。び、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。匈奴との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接に戦乱が生じました。が生じました。じました。
そして晩年の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。 57 年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。はるば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国ある海を渡って倭国の使いが洛陽に来たのです。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ渡って倭国の使いが洛陽に来たのです。って倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使いが洛陽に来たのです。に来たの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。喜びは如何ばかりだったでしょうか。びは如何ばかりだったでしょうか。ば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あかり発見されました。だったで一農夫により発見されました。しょうか。
この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ときより発見されました。ほぼ 180 年後、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。魏の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明帝が遼東の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。公孫淵と闘っているそのさなか、はるばると闘っているそのさなか、はるばるっているその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。さなか、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。はるば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国ある
倭国より発見されました。使いが来た。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。喜びは如何ばかりだったでしょうか。びに匹敵するものだったのでしょう。するも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。しょう。
で一農夫により発見されました。すから大夫と称す「匈（はんよう、たけだけしい、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。さわがしい）が奴」についてに対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。自ら大夫と称すら大夫と称す貢献してきた倭百余国を率してきた倭百余国を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ率
いる王、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東夷第一の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよ力と忠実さをもった「倭国の王」に与えらを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ持って帰る途中、取り落としたのだ。つ王を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「委（はんよう、したがう、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。すなお、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。おだやか）が奴」について国王となさ
しめた。とされました。
匈奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。対し都は極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであにある委奴・倭奴なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
よってこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ことから大夫と称すも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴国・倭奴国」については一つの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国名、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つまり発見されました。「倭国」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ことで一農夫により発見されました。あり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
三段に読むものなの読むのでしょうか。法」を提示したのです。で一農夫により発見されました。は読むのでしょうか。めない。ということで一農夫により発見されました。す。
この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「かんの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ゐど（はんよう、または、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ゐの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。・ゐぬ）がこくおう」についてと読むのでしょうか。むべきで一農夫により発見されました。しょう。
　その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。根拠は、王莽の先例にありました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あにあり発見されました。ました。
志賀島で一農夫により発見されました。金印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な漢書』匈奴伝」にある記述「建武中元二年（に出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。現している。
「故印文曰『日本は古の委奴な匈奴単干璽ぜんうのじ』、莽更曰『新匈奴単于章ぜんうのしよう』」。ぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出んうの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。じ』、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王と更曰『日本は古の委奴な新匈奴単于章」（単于は王とぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出んうの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。しよう』」について。
漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）は匈奴を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ兄弟国と見されました。なし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢匈奴単于」についてというような「漢」について字を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ冠しなかったしなかった
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。支配、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。被支配関係を示すものだからです。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ表現しないためで一農夫により発見されました。す。そして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。璽ぜんうのじ』、莽更曰『新匈奴単于章ぜんうのしよう』」。（はんよう、王者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。璽ぜんうのじ』、莽更曰『新匈奴単于章ぜんうのしよう』」。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
「玉漓*虎鈕」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ってするという）がという最高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ贈ったのである。ったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。
　　　　　漓*は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三水偏の代わりに虫。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。代わり発見されました。に虫。JIS第３水準ユニコーできたと思われました。ド 87AD
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　これに対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治漢を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ滅ぼし、ぼした新の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王とは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「新」について字を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ冠しなかったした上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「璽ぜんうのじ』、莽更曰『新匈奴単于章ぜんうのしよう』」。」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「章」（単于は王と」について字に代
えた（はんよう、章」（単于は王とは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印款の義。吏秩比二千石以上、銀印亀鈕きちゅう、其文曰レ章。〈漢官儀かの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。義。吏秩比二千石以ってす」の印綬に相当するものであ上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。銀印亀鈕きちゅう、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。其文曰レ章。〈漢官儀か章」（単于は王と。〈漢官儀かか
んかんぎ〉）が。
この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。変化をめぐる王莽と凶奴の単于との間に生じた確執のエピソードが『漢書』匈奴伝にを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであめぐる王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王とと凶奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。単于との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接に生じました。じた確執からといいます。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。エピソーできたと思われました。ドが『日本は古の委奴な漢書』匈奴伝」にある記述「建武中元二年（に
描かれています（建国元年の条）かれています（はんよう、建国元年の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。条）が
さて、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。与える方「鮮卑」が与えられる国あえた印章」（単于は王とと志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印とを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ比較してみます。してみ方を探求しました。ます。
　　新匈奴単干章」（単于は王と（はんよう、新の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王と）が
　　漢委奴国王（はんよう、漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝）が
　王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「新」についてと同じく、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢」についてという国名を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ冠しなかったしています。
漢と倭人の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接が兄弟国などで一農夫により発見されました。はなく、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明確な支配と被支配の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接がら大夫と称すで一農夫により発見されました。あることを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ
示したのです。したも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
と同時にその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。反面も、二者の関係だけが、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「金印」についてで一農夫により発見されました。あるから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭人の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国々（はんよう、百余国〈『日本は古の委奴な漢書』地理志倭人
項〉）がを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ統率する、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一大王者として認めているようですめているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す（はんよう、王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とき、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。匈奴側との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。紛議を生を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ生じました。
んだ「璽ぜんうのじ』、莽更曰『新匈奴単于章ぜんうのしよう』」。」について「章」（単于は王と」についてなどに当するものである字は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。カットされたものと思われます。されたも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。われます。
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。授印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。建国元年（はんよう、九）がで一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印が光武帝より発見されました。与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれた建武中元
二年（はんよう、五七）がと同じ世紀の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治半に当っています。に当するものであっています。
その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝が王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王とを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ打倒して漢を再生させたのも、一種の宮室革命です。して漢を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ再び、匈奴との間に戦乱が生じました。生じました。させたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一種の印の実物が蔵せられての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。宮室革命です。で一農夫により発見されました。す。
だから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。両朝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよ際の印文起草者は、同じ教養の継承者であった。と考えられます。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印文起草者は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。同じ教養の継承者であった。と考えられます。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。継承者で一農夫により発見されました。あった。と考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるというえら大夫と称すれます。
　したがって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ解読むのでしょうか。するとき、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。最も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。密接した「二段に読むものなの国名」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あに対し都は
応させて解読するのが、最も自然な方法です。それゆえ、志賀島の金印を「定説」の様にさせて解読むのでしょうか。するの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。最も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。自ら大夫と称す然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。な方を探求しました。法」を提示したのです。で一農夫により発見されました。す。それゆえ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「定のルールが存説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。様に、「漢の委の奴の国に、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王」についてと三段に読むものなのに読むのでしょうか。むことは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あから大夫と称す見されました。ても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。きない事とになり発見されました。ます。
 
　匈奴と委奴
　王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王とが匈奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。単干に与える方「鮮卑」が与えられる国あえた印と、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接には興味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。深い共通点と相違点があい共通点と相違点があと相違点と相違点があがあ
り発見されました。ます。
　(一)　「匈奴」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。単干は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。漢や新にとって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。夷蛮の長に印を与えるという中最大の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。存在で一農夫により発見されました。あった。これと比肩しし
た形で「委奴」（倭奴）の国王と記されています。百余国の大部族の長として遇せられてで一農夫により発見されました。「委奴」について（はんよう、倭奴）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王と記されています。百余国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大部族の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あとして遇せられてせら大夫と称すれて
いる（はんよう、共通点と相違点があ）が。
　(二)　「匈奴」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「匈」については、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。“たけだけしい、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。さわがしいという意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。。「天下匈匈」について
〈『日本は古の委奴な史記』項羽紀〉、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「匈虐きょうぎゃくを図る」〈『漢書』礼楽紀〉。きょうぎゃくを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ図る」について〈『日本は古の委奴な漢書』礼楽紀〉。
これに対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委」については、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。“したがう、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。すなお、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。おだやか”という従していることを賞する順を意味するを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。する
文字で一農夫により発見されました。す。「委、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委随いずい也、从レ女从レ禾〔段注〕随、従也」〈説文〉。いずい也、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。从レ女从レ禾〔段注〕随、従也」〈説文〉。レ章。〈漢官儀か女从レ女从レ禾〔段注〕随、従也」〈説文〉。レ章。〈漢官儀か禾〔段に読むものなの注〕随いずい也、从レ女从レ禾〔段注〕随、従也」〈説文〉。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。従していることを賞する也」について〈説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（文〉。
後漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。生じました。涯の大半は、宿敵匈奴との確執に明け暮れた。これに対して、東方の倭の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大半に当っています。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。宿敵するものだったのでしょう。匈奴との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。確執からといいます。に明け暮れた。これに対して、東方の倭れた。これに対し都はして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東方を探求しました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭
人百余国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。統率者は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。み方を探求しました。ずから大夫と称すすすんで一農夫により発見されました。遣使奉献してきた倭百余国を率してきた。すなわち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。北と東の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。両部族は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
漢にとって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。反と服、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。相反する性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつ格をもって映っていた（相違点）。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。って映っていた（相違点）。っていた（はんよう、相違点と相違点があ）が。
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　以ってす」の印綬に相当するものであ上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような「字面も、二者の関係だけがの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。意義」についてについての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるというえ方を探求しました。が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。妥当するものであで一農夫により発見されました。あることを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであわたしたちに示したのです。す
史料は、「（天鳳二年、一五）莽・・・・・・其の号を改め、匈奴を号して恭奴と曰い、は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「（はんよう、天鳳二年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一五）が莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王と・・・・・・其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。号を書き、つぎに授与される側の国号（部族名）を書く。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ改め、匈奴を号して恭奴と曰い、め、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。匈奴を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ号を書き、つぎに授与される側の国号（部族名）を書く。して恭奴と曰い、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
単干を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ善子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）と曰う」について〈『日本は古の委奴な漢書』匈奴伝」にある記述「建武中元二年（〉。
ここで一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王とは匈奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。恭順を意味するを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ賞するし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。従していることを賞する来の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「匈奴」について「単干」についてに代えて、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「恭奴」について「善
干」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。字面も、二者の関係だけがを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ使ったという。これは志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ遡る四十二年前の事件です。る四十二年前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事件です。で一農夫により発見されました。す。
　光武帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。代となると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ふたたび匈奴との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。凄惨な戦いは長期にわたった。な戦いは長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ期の学者の中には、「新唐書に『日本は古の委奴なにわたった。
北匈奴は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ついに服することがなかったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。晩年（はんよう、建武中元二年正月）が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東方を探求しました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭人の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王者はみ方を探求しました。ずから大夫と称す帰る途中、取り落としたのだ。服してきたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。
す。光武帝がこれに「委奴」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。字面も、二者の関係だけがを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ用いたのも、偶然ではありません。その翌月（建武いたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。はあり発見されました。ません。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。翌月（はんよう、建武
中元二年二月）が光武帝は死んだ。んだ。
それゆえに、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「定のルールが存説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ごとく、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王」についてと三段に読むものなのに読むのでしょうか。むこと
は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。字義から大夫と称す見されました。ても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ません。
 
光武帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明白な先例に対し、なお異論をのべる人があるかもしれません。同じ世紀であってな先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あに対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。なお異論はないようです。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。べる人があるかも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。しれません。同じ世紀で一農夫により発見されました。あって
も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王莽は、百余部族を率いる匈奴の長に「新匈奴単于章」（単于は王とはあくまで一農夫により発見されました。「新」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）で一農夫により発見されました。あって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「後漢」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）で一農夫により発見されました。はない。だから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「新」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印
文を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あとしたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。まだ確定のルールが存的に言いますと、とはいえない、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と。
　こういう人々に対し都はして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。後漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。人に属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）する先例えば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものでああげると。『日本は古の委奴な後漢書』東夷
伝」にある記述「建武中元二年（につぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。文があり発見されました。ます。
「建武二十年（はんよう、四四）が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。韓人・廉斯れんし人・蘇馬れんし人・蘇馬[言い訳はクリアーできたと思われました。是]そば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あてい等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。楽浪らくろうに詣ら大夫と称すくろ著した「後漢書・東夷うに詣
（はんよう、いた）がり発見されました。貢献してきた倭百余国を率す。光武、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。蘇馬[言い訳はクリアーできたと思われました。是]を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ封じて漢の廉斯の邑君と為す。楽浪郡に使属し四じて漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。廉斯れんし人・蘇馬の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。邑君と為す。楽浪郡に使属し四と為は、与える側（漢・魏・晋など中国側）と与えられる側（夷蛮の長）との間の、直接す。楽浪らくろうに詣郡に使属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）し四
時朝謁せしむ」〈韓伝〉。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」とせしむ」について〈韓伝」にある記述「建武中元二年（〉。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「廉斯れんし人・蘇馬」についてについて、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。唐の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。李賢注で一農夫により発見されました。は「廉斯れんし人・蘇馬は邑名なり発見されました。」についてと
記している。韓地の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一邑（はんよう、むら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。さと。また、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。諸侯・大夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。領地）がなの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
地の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「邑君と為す。楽浪郡に使属し四」についてで一農夫により発見されました。ある蘇馬[言い訳はクリアーできたと思われました。是]に対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝は「漢廉斯れんし人・蘇馬邑君と為す。楽浪郡に使属し四」についてという称す号を書き、つぎに授与される側の国号（部族名）を書く。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ与える方「鮮卑」が与えられる国あえた、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と
いうの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。
　　　　　[言い訳はクリアーできたと思われました。是]は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。JIS第３水準ユニコーできたと思われました。ド 8ADF
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。場合は、幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。韓伝」にある記述「建武中元二年（内に記されていることから大夫と称すも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明ら大夫と称すかで一農夫により発見されました。あるように、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。廉斯れんし人・蘇馬は韓地内の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一邑
で一農夫により発見されました。ある。にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。かかわら大夫と称すず、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。韓の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。廉斯れんし人・蘇馬の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。邑君と為す。楽浪郡に使属し四」についてといった三段に読むものなの表記を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであしてい
ないの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。これは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先にの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。べた“支配と被支配の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。直接関係を示すものだからです。”を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ示したのです。し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中間の、直接者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。介な課題があります。印の真偽問題です。在を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ許
さない、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。という中国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。論はないようです。理から大夫と称す当するものであ然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。あり発見されました。ます。
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事件です。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印（はんよう、建武中元二年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。五七）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。わずか十三年前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ことで一農夫により発見されました。す。そし
て、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。授与える方「鮮卑」が与えられる国あ者は同じ光武帝で一農夫により発見されました。す。それゆえ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「定のルールが存説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。様に、「漢の委の奴の国に、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王」についてと三段に読むものなのに読むのでしょうか。むことは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ついにで一農夫により発見されました。きないの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ南界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであとは？
　ここで一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。さら大夫と称すに三宅米吉の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とり発見されました。あげた「極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ南界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ」について問は当然出題があります。印の真偽問題です。に目を向けよう。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ向けよう。けよう。
　三宅は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志』倭人伝」にある記述「建武中元二年（に「奴国が二回出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。ている」についてという史料は、「（天鳳二年、一五）莽・・・・・・其の号を改め、匈奴を号して恭奴と曰い、事実な千人の部隊長」というよの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつに立ち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。これ
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に“范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とり発見されました。ちがえ”という概念を導入して解釈した。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ導入して解釈した。して解釈した。
しかし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三宅解釈を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ冷静に点検すると、このようなとりちがえはおこりえないことがに点と相違点があ検すると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ようなとり発見されました。ちがえはおこり発見されました。えないことが
わかる。
なぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出なら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二回出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。てくる奴国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。うち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一回目を向けよう。は戸数二万余の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大国で一農夫により発見されました。あり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。官と副官が書か
れている。これに対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二回目を向けよう。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴国は戸数も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。官も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。副官も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一切書かれていない。国名だけ
が投げ出された二十一国の末尾というにすぎない。げ出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。された二十一国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。末尾というにすぎない。というにすぎない。
　も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。しかり発見されました。に、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。范曄が光武帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ与える方「鮮卑」が与えられる国あえた国を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「倭の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴国」についてと見されました。なした、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と仮定のルールが存してみ方を探求しました。
ても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「奴国」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ『日本は古の委奴な三国志』倭人伝」にある記述「建武中元二年（内に求しました。めたなら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。当するものであ然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。第一回目を向けよう。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。戸数二万余の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴
国に当するものであてるはずだ。皆目を向けよう。正体不明の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。第二回目を向けよう。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴国を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれた国として想定のルールが存す
るはずはない。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴国については女王国自ら大夫と称す体から大夫と称すの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。方を探求しました。角も距離も書かれていなも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。距離も書かれていなも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。書かれていな
いから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。これを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。って「倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ南界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ」についてとする根拠は、王莽の先例にありました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ない。
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ようにみ方を探求しました。ると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一応させて解読するのが、最も自然な方法です。それゆえ、志賀島の金印を「定説」の様にの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。解釈を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ与える方「鮮卑」が与えられる国あえたかに見されました。える三宅の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ南界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ」について論はないようです。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよは
無理なこじつけとしかいいようがない。
で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。“三宅の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。提議を生した「極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ南界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ」について問は当然出題があります。印の真偽問題です。について、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。他にどんな理解ができるのだろうか。にどんな理解がで一農夫により発見されました。きるの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だろ著した「後漢書・東夷うか。
 
范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。真の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。錯覚
　これは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよは范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「里単位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。」についてに関する混乱が生じました。によると言い訳はクリアーできたと思われました。える（はんよう、以ってす」の印綬に相当するものであ下『日本は古の委奴な後漢書』）が。
(1) 軍行三十里、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。程と為す。日南を去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六と為は、与える側（漢・魏・晋など中国側）と与えられる側（夷蛮の長）との間の、直接す。日南を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六ち到る。〈列伝七十六る。〈列伝」にある記述「建武中元二年（七十六、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
南蛮の長に印を与えるという伝」にある記述「建武中元二年（〉
(2) 九真・日南、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。相去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六ること千里。〈列伝」にある記述「建武中元二年（七十六、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。南蛮の長に印を与えるという伝」にある記述「建武中元二年（〉
(3) 穎*、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。之を追い、且は闘い且は行き、夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）うを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ追い、且は闘い且は行き、夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）うい、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。且は闘い且は行き、夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）うは闘っているそのさなか、はるばるい且は闘い且は行き、夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）うは行き、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）うめ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。肉を割（さ）き、雪を食（くら）うを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ割（はんよう、さ）がき、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。雪を食（くら）うを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ食（はんよう、くら大夫と称す）がう
こと四十余日。遂に河首積石山に至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十に河首積石山に至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十る。塞（はんよう、さい）がを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。づること二千余里。　〈列伝」にある記述「建武中元二年（五十
五、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。暇*穎*伝」にある記述「建武中元二年（〉
(4) 雲中・五原の西より漢陽に至る二千余里。〈列伝五十五、暇の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。西より漢陽に至る二千余里。〈列伝五十五、暇より発見されました。漢陽に来たのです。に至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十る二千余里。〈列伝」にある記述「建武中元二年（五十五、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。暇*穎*伝」にある記述「建武中元二年（〉
(5) 楽浪らくろうに詣郡徼（はんよう、きょう）が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六る万二干里。其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。西より漢陽に至る二千余里。〈列伝五十五、暇北界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ狗邪（はんよう、こや）が韓国を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六る七
千余里。〈列伝」にある記述「建武中元二年（七十五、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東夷伝」にある記述「建武中元二年（倭伝」にある記述「建武中元二年（〉
　　　　　暇*は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。日なし。JIS第４水準ユニコーできたと思われました。ド 53DA
　　　　　穎*は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。禾の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。代わり発見されました。に火。
右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(1)に「軍行三十里」についてというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は明ら大夫と称すかに漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。里単位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とづいている。またこれは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
後漢末順を意味する帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。永和二年（はんよう、二二七）が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。荊・楊・交・予（はんよう、荊州と楊州と交州と予州）四万の兵と楊州と楊州と交州と予州）四万の兵と交州と楊州と交州と予州）四万の兵と予州と楊州と交州と予州）四万の兵）が四万の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。兵
を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。って日南の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。徼（はんよう、南方を探求しました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とり発見されました。で一農夫により発見されました。）が外がなかったからです。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。蛮の長に印を与えるという夷を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ征討するという計画に対して、李国が反対するという計画に対して、李国が反対に対し都はして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。李国が反対し都は
した言い訳はクリアーできたと思われました。葉の中のものである。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。
したがって「荊・楊・交・予（はんよう、最北端は予州、曲阜あたり。北緯三十五、六度近辺）ーーは予州と楊州と交州と予州）四万の兵、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。曲阜あたり。北緯三十五、六度近辺）ーーあたり発見されました。。北緯三十五、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。六度近辺）がーできたと思われました。ーできたと思われました。
日南」について間の、直接を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「九千余里」についてといっているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。漢代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。里数にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とづくも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。す。
(2)で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。九真はトされたものと思われます。ンキン湾の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。タンホア付近、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。日南はベトされたものと思われます。ナム南半の「ユエーーダナン」間南半に当っています。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「ユエーできたと思われました。ーできたと思われました。ダナン」について間の、直接
近辺で一農夫により発見されました。あるから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接「千里」についてというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明ら大夫と称すかに漢代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。里単位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。で一農夫により発見されました。ある。
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(3)で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「二千余里」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「四十余日」についてかかった、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。としている。これは四万の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大軍で一農夫により発見されました。はな
いから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一日約五十里の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。行程と為す。日南を去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。あり発見されました。。これは左のルールに例外がなかったからです。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような三国時代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一日三百里の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。行程と為す。日南を去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六
と比べて「六対し都は一」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。里単位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。で一農夫により発見されました。あることがわかる。
　　昼夜、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三百里来る。〈魏志六、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。裴松之を追い、且は闘い且は行き、夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）う注所引「英雄紀」について〉
　　駑牛一日三百里を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ行く。〈蜀志七、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。裴松之を追い、且は闘い且は行き、夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）う注所引「張勃呉録」について〉
(4)で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「雲中・五原の西より漢陽に至る二千余里。〈列伝五十五、暇の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。西より漢陽に至る二千余里。〈列伝五十五、暇」についてというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は現在の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。臨河の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。南方を探求しました。に当するものである。漢陽に来たのです。は現在の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天水の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。地
で一農夫により発見されました。ある。したがってその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「二千余里」についてというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ里で一農夫により発見されました。ある。
　以ってす」の印綬に相当するものであ上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ように、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な後漢書』で一農夫により発見されました。は主として「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。里単位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。」についてによって記述されている。
ところ著した「後漢書・東夷が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(5)は右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」とと異なる。「楽浪らくろうに詣郡の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。徼」についてとは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。後の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。帯方を探求しました。郡治（はんよう、京城付近）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。地を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ指
した表現で一農夫により発見されました。ある（はんよう、帯方を探求しました。郡は漢末、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。曹操がこの郡をおいた）。がこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。郡を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであおいた）が。
したがって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ここに「一万二千里」についてといい、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「七千余里」についてといっているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志』
倭人伝」にある記述「建武中元二年（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事に従していることを賞するっていること、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明白な先例に対し、なお異論をのべる人があるかもしれません。同じ世紀であってで一農夫により発見されました。す。
　　(1)郡より発見されました。女王国に至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十る万二千余里。
　　(2)其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。北岸狗邪韓国に到る。〈列伝七十六る七千余里。
　ところ著した「後漢書・東夷が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭人伝」にある記述「建武中元二年（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。里数値は『三国志』全体の各里数値と同じく、漢代の六分の一は『日本は古の委奴な三国志』全く存在しなかった。（「率善そ体の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。各里数値は『三国志』全体の各里数値と同じく、漢代の六分の一と同じく、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。漢代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。六分です。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。短里、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「一日三百里」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。魏短里にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とづく数値は『三国志』全体の各里数値と同じく、漢代の六分の一なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。
　范曄は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。重大な誤差し出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ見されました。失った。った。
ために、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(1)～(4)の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような里数値は『三国志』全体の各里数値と同じく、漢代の六分の一と、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。別単位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(5)の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような里数値は『三国志』全体の各里数値と同じく、漢代の六分の一とを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ同一の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。本は古の委奴なの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中に並置
したの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。
その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。結果、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(5)の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事に接読むのでしょうか。して、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。地、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大較してみます。おおむね会稽の東冶の東に在り、の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東冶の東に在り、の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東に在り発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
朱崖・擔*耳と相近し」と書くに至ったのだ。と相近し」についてと書くに至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十ったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だ。
すなわち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志』の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「会稽の東冶の東に在り、東治」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「会稽の東冶の東に在り、東冶の東に在り、」についてと改め、匈奴を号して恭奴と曰い、定のルールが存し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。朱崖・擔*耳と相近し」と書くに至ったのだ。（はんよう、海を渡って倭国の使いが洛陽に来たのです。南島で一農夫により発見されました。）が
と倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心部とを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ同緯度におくこととなったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。一つの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。錯覚が他にどんな理解ができるのだろうか。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。錯覚を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであよびお
こしている。
　　　　　擔*は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。手偏の代わりに虫。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。代わり発見されました。に人偏の代わりに虫。。JIS第３水準ユニコーできたと思われました。ド 510B
　さて、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(5)の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事から大夫と称す帰る途中、取り落としたのだ。結されること、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。それは当するものであ然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「狗邪韓国　ーできたと思われました。ーできたと思われました。　女王国」について
間の、直接は五千余里だ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。という認めているようです識である。事実『三国志』倭人伝に「倭の地を参問するに、海で一農夫により発見されました。ある。事実な千人の部隊長」というよ『日本は古の委奴な三国志』倭人伝」にある記述「建武中元二年（に「倭の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。地を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ参問は当然出するに、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。海を渡って倭国の使いが洛陽に来たのです。
中洲島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつに絶在し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。或は絶え或は連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然は絶え或は絶え或は連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然は連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然なり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然し」についてとある。范曄も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。当するものであ然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
それを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ見されました。ていた。ただ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(5)から大夫と称す簡単に算出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。で一農夫により発見されました。きるも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。あるから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。簡略を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ貴んで記載しんで一農夫により発見されました。記載しし
なかっただけで一農夫により発見されました。ある。しかし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。問は当然出題があります。印の真偽問題です。はその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよ体で一農夫により発見されました。ある。范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。目を向けよう。には、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。すべての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。里単位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。は
「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ里」についてで一農夫により発見されました。見されました。えていた。したがって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「五千余里」についても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。六倍の長さに見えていの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あさに見されました。えてい
た。朝鮮半に当っています。島で一農夫により発見されました。と九州と楊州と交州と予州）四万の兵の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「三千里」についても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。六倍の長さに見えていに映っていた（相違点）。っていた。
　ところ著した「後漢書・東夷が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。狗邪（はんよう、こや）が韓国は倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。西より漢陽に至る二千余里。〈列伝五十五、暇北界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ（はんよう、『日本は古の委奴な三国志』で一農夫により発見されました。は倭の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。北岸）がで一農夫により発見されました。す。
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だから大夫と称す倭地とは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心領域を朝鮮・対馬・壱岐の三海峡とする海峡国家といえます。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ朝鮮・対し都は馬・壱岐の三海峡とする海峡国家といえます。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三海を渡って倭国の使いが洛陽に来たのです。峡とする海峡国家といえます。とする海を渡って倭国の使いが洛陽に来たのです。峡とする海峡国家といえます。国家といえます。
“倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心地（はんよう、三世紀の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。女王国）が”は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。西より漢陽に至る二千余里。〈列伝五十五、暇北の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。入して解釈した。口から五千里の極南の地帯に存在から大夫と称す五千里の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ南の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。地帯に存在
している。これが『日本は古の委奴な後漢書』倭伝」にある記述「建武中元二年（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ南界を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであなり発見されました。」についてという表現の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。背景をなす范曄のを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであなす范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
地理観だったと思われます。だったと思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。われます。
　すなわち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。范曄にとって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一世紀の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「倭奴国」についてとは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三世紀の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。卑弥呼の国と同一地域にの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国と同一地域を朝鮮・対馬・壱岐の三海峡とする海峡国家といえます。に
おいて連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然続した同一王朝、と見えていたのである。そしてその中心地を、倭国領域内にした同一王朝、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と見されました。えていたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。そしてその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心地を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国領域を朝鮮・対馬・壱岐の三海峡とする海峡国家といえます。内に
入して解釈した。った狗邪韓国から大夫と称すなお五千里（はんよう、漢里で一農夫により発見されました。は六倍の長さに見えていの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよ体、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二二五五キロメーできたと思われました。トされたものと思われます。ルを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ指す）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
彼方を探求しました。にある、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と錯覚していた。
 
「大夫により発見されました。」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。証言い訳はクリアーできたと思われました。
　范曄は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「倭奴国」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「女王国」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治身で一農夫により発見されました。あると見されました。なしていた。　ーできたと思われました。ーできたと思われました。それを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ示したのです。す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
う一つの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。証拠は、王莽の先例にありました。は「大夫により発見されました。」について問は当然出題があります。印の真偽問題です。だ。
　　(1)古の委奴なより発見されました。以ってす」の印綬に相当するものであ来、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使中国に詣るや、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。皆自ら大夫と称すら大夫と称す大夫により発見されました。と称すす。〈三国志、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。魏志倭人伝」にある記述「建武中元二年（〉
　　(2)建武中元二年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭奴国、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奉貢朝賀す。使人自ら大夫と称すら大夫と称す大夫により発見されました。と称すす。〈後漢書、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭伝」にある記述「建武中元二年（〉
　右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(1)について、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二点と相違点があが注意される。
　(一)「大夫により発見されました。」についてというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。夏・殷・周の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。古の委奴な制は、例え銅印であれ天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）とされている「卿・大夫により発見されました。・士」の名にな」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。名にな
ら大夫と称すったも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だ。これは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とにある宮廷の制度である。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。制は、例え銅印であれ天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）度で一農夫により発見されました。ある。
したがって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。名を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ使用いたのも、偶然ではありません。その翌月（建武する国とは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。すなわち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心国で一農夫により発見されました。なければ銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あなら大夫と称すない。
すなわち、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(1)の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使」についてとは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。すなわち邪馬壹国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使で一農夫により発見されました。あって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭地の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。群
小国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使たちという意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。で一農夫により発見されました。はない。したがって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「皆」についてとは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。邪馬壹国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使は昔から今まから大夫と称す今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。ま
で一農夫により発見されました。皆という意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。で一農夫により発見されました。ある。
　　(a)景をなす范曄の初二年六月　ーできたと思われました。ーできたと思われました。大夫により発見されました。難升米なんしょうまい
　　(b)景をなす范曄の初二年十二月　ーできたと思われました。ーできたと思われました。汝の大夫難升米（詔書）の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大夫により発見されました。難升米（はんよう、詔書）が
　　(c)正始四年　ーできたと思われました。ーできたと思われました。使大夫により発見されました。伊声耆・掖邪狗いせいきえきやこ等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。八人
　　(d)壹与える方「鮮卑」が与えられる国あ遣使　ーできたと思われました。ーできたと思われました。倭の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大夫により発見されました。率善中郎将掖邪狗等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。二十人
　右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。いずれも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「卑弥呼の国と同一地域にーできたと思われました。ーできたと思われました。壹与える方「鮮卑」が与えられる国あ」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。女王国が「大夫により発見されました。」についてと称すしている、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。という事実な千人の部隊長」というよを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ反
映っていた（相違点）。している。
　
(二)陳寿は、「古より以来」といっている。つまり、この「大夫」の称が魏代にはじまるは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「古の委奴なより発見されました。以ってす」の印綬に相当するものであ来」についてといっている。つまり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「大夫により発見されました。」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。称すが魏代にはじまる
も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。なくずっと古の委奴なくから大夫と称す連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然続した同一王朝、と見えていたのである。そしてその中心地を、倭国領域内にしてきていることを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ示したのです。しているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だ。
ところ著した「後漢書・東夷が漢代は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。魏・晋朝にとってはけっして「古の委奴な」についてで一農夫により発見されました。はない。むしろ著した「後漢書・東夷「近代」についてだ。だか
ら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような「近代」についてで一農夫により発見されました。はなく、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。っと古の委奴ない夏・殷・周という「古の委奴な」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。聖天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。感化をめぐる王莽と凶奴の単于との間に生じた確執のエピソードが『漢書』匈奴伝にを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ
うけて、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国は今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。に至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十っている。陳寿は、「古より以来」といっている。つまり、この「大夫」の称が魏代にはじまるはその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ようにの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。べたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある（はんよう、『日本は古の委奴な「邪馬台国」についてはな
かった』第二章」（単于は王と一「禹の東治」参照）。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東治」について参照）が。
　これに対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。范曄が(2)において“「倭奴国」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。使が「大夫により発見されました。」についてと称すして朝賀してきた”と書
いたとき、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志』の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ念を導入して解釈した。頭においたことは確実だ。においたことは確実な千人の部隊長」というよだ。
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　も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つとも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(1)(2)の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。両者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。比較してみます。だけから大夫と称すいえば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ようにも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。いえます。
一世紀にＡのＢ」という風に、国名を二段に記してありました。（はんよう、倭奴国）が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三世紀にＢ」という風に、国名を二段に記してありました。（はんよう、女王国）がとそれぞれ「大夫により発見されました。」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ称すしながら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
中心は「ＡのＢ」という風に、国名を二段に記してありました。→Ｂ」という風に、国名を二段に記してありました。」についてと移行したの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だ。つまり発見されました。「ＡのＢ」という風に、国名を二段に記してありました。　ーできたと思われました。ーできたと思われました。　Ｂ」という風に、国名を二段に記してありました。」については連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然続した同一王朝、と見えていたのである。そしてその中心地を、倭国領域内にした王朝だと見されました。る必要がありません。
はない、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。という見されました。方を探求しました。だ。
しかし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような見されました。方を探求しました。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ拒否するのは、范曄の『後漢書』倭伝のはじめのつぎの記事だするの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な後漢書』倭伝」にある記述「建武中元二年（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。はじめの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事だ。
「国、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。皆王を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ称すし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。世世統を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ伝」にある記述「建武中元二年（う。其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大倭王は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。邪馬臺国に居る」。この記事のもつ、る」について。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
大きな問は当然出題があります。印の真偽問題です。点と相違点があ（はんよう、「国、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。皆王を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ称すし」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。真偽や「邪馬臺国」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。称す）がについては、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ちにくわ
しくの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。べる。
ただ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。問は当然出題があります。印の真偽問題です。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。点と相違点があだ。范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。頭においたことは確実だ。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中に描かれています（建国元年の条）かれた倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国家体系は、は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
　　　　｜ーできたと思われました。王
　　　　｜
大倭王ーできたと思われました。ーできたと思われました。ーできたと思われました。王
　　　　｜
　　　　｜ーできたと思われました。王
という形で「委奴」（倭奴）の国王と記されています。百余国の大部族の長として遇せられてで一農夫により発見されました。ある。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。統一と従していることを賞する属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。整然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とした形で「委奴」（倭奴）の国王と記されています。百余国の大部族の長として遇せられて式は、代々連続していた、と范は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。代々連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然続した同一王朝、と見えていたのである。そしてその中心地を、倭国領域内にしていた、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と范
曄に認めているようです識である。事実『三国志』倭人伝に「倭の地を参問するに、海されていた。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。点と相違点があから大夫と称す見されました。ると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。“范曄の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。認めているようです識である。事実『三国志』倭人伝に「倭の地を参問するに、海”に関する限り、先の「Ａ→Ｂ」とり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「ＡのＢ」という風に、国名を二段に記してありました。→Ｂ」という風に、国名を二段に記してありました。」についてと
いう中心国移行があった、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるというえていなかったことは明瞭だ（范曄は後漢末の倭の中心国だ（はんよう、范曄は後漢末の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心国
を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ卑弥呼の国と同一地域にの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。早い時期として描写している）。それゆえ、「大夫」問題からも、「倭奴国＝い時期の学者の中には、「新唐書に『日本は古の委奴なとして描かれています（建国元年の条）写している）。それゆえ、「大夫」問題からも、「倭奴国＝している）が。それゆえ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「大夫により発見されました。」について問は当然出題があります。印の真偽問題です。から大夫と称すも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「倭奴国＝
女王国」についてという等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。式は、代々連続していた、と范が成立するの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。
 
帰る途中、取り落としたのだ。結
　さまざまの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。方を探求しました。向けよう。から大夫と称す論はないようです。証を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであすすめてきた。しかし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。到る。〈列伝七十六達点と相違点があはただ一つだ。“志賀島で一農夫により発見されました。
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印は「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王」についてと読むのでしょうか。む。そして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝から大夫と称す「委奴国」についてと呼の国と同一地域にば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あれたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
ちに魏晋朝から大夫と称す「邪馬壹国」についてと呼の国と同一地域にば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あれた国だ。それは博多湾岸に都する九州と楊州と交州と予州）四万の兵の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王者で一農夫により発見されました。あっ
た”。
　どの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。視点と相違点があから大夫と称すの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。論はないようです。証も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。み方を探求しました。な一致してこの同一命題をさしている。そして、他のいかなしてこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。同一命です。題があります。印の真偽問題です。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであさしている。そして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。他にどんな理解ができるのだろうか。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。いかな
る解釈を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。拒否するのは、范曄の『後漢書』倭伝のはじめのつぎの記事だしているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だ。
今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。論はないようです。点と相違点があを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ整理してみ方を探求しました。よう。
　(一)金印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印文は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中国古の委奴な印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。表記法」を提示したのです。に従していることを賞するうかぎり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王」についてと二段に読むものなのに切っ
て読むのでしょうか。まなければ銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あなら大夫と称すない。
　　それゆえ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三宅説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ように三段に読むものなの細切れに読むのでしょうか。むことはで一農夫により発見されました。きない。
　(二)しかし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「伊都」についてと読むのでしょうか。むことはで一農夫により発見されました。きない。なぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出なら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記載し
に従していることを賞するうかぎり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。“一世紀に伊都国が倭人の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心国で一農夫により発見されました。あった”という可し」とある。范曄も当然能性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。全く存在しなかった。（「率善そく認めているようですめら大夫と称すれ
ないから大夫と称すで一農夫により発見されました。ある。
　(三)また、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「ヤマトされたものと思われます。」についてと読むのでしょうか。んだり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。に解することはで一農夫により発見されました。きない。なぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出
なら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。しこれが「近畿大和」についてまたは「筑後山門は親鸞等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような地域を朝鮮・対馬・壱岐の三海峡とする海峡国家といえます。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ示したのです。すとしたら大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王
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者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ら大夫と称すった金印がなぜ大和の王がもらった金印が志賀島より出たのかという疑問は当然出志賀島で一農夫により発見されました。から大夫と称す発見されました。されたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。か、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。という根本は古の委奴な的に言いますと、な疑問は当然出を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ解くことがで一農夫により発見されました。
きない。「隠匿」「隔離」「紛失」といった類の説明は恣意的だ。」について「隔離も書かれていな」について「紛失った。」についてといった類の説明は恣意的だ。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（明は恣意的に言いますと、だ。
それら大夫と称すは「委奴＝ヤマトされたものと思われます。」について説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。地理的に言いますと、困難を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ告白な先例に対し、なお異論をのべる人があるかもしれません。同じ世紀であってしているにすぎない。
　(四)「委奴」については倭人部族全く存在しなかった。（「率善そ体という意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものでああら大夫と称すわした名称すだ。それは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。博多湾岸に存在
した倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心王朝に対し都はして光武帝から大夫と称す与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれた国号を書き、つぎに授与される側の国号（部族名）を書く。で一農夫により発見されました。ある。そして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。後身
が、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三世紀の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。卑弥呼の国と同一地域にの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王朝となっている。
　右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。結論はないようです。によって、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。四点と相違点があは結合は、幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。された。
　　「中国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印文の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。表記法」を提示したのです。」について
　　「『日本は古の委奴な三国志』、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な後漢書』の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国歴史記事」について
　　「志賀島で一農夫により発見されました。という出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。土地点と相違点があ」について
　　「金印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ら大夫と称すった倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心王朝」について
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。四点と相違点があいずれも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ピッタリ適合は、幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。して矛盾のない解読。それがはじめてここに成立したのの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ない解読むのでしょうか。。それがはじめてここに成立したの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
で一農夫により発見されました。ある。（はんよう、三木太郎「『日本は古の委奴な漢委奴国王』印について」については、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「漢ノ委奴ノ国王」と読み、「委委奴ノ委奴ノ国王」と読み、「委国王」についてと読むのでしょうか。み方を探求しました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委
奴＝伊都」についてとしている）が。
 
金印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。役割
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。解読むのでしょうか。結果の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。意義を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ簡単にふり発見されました。かえってみ方を探求しました。よう。
　今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。まで一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。江戸時代から大夫と称す明治・大正・昭和の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三代にわたって学者たちがさまざまの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。読むのでしょうか。解を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ
試みた。だが、それらはいずれもどこかに矛盾があった。“帯に短し、たすきに長し”だっみ方を探求しました。た。だが、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。それら大夫と称すはいずれも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。どこかに矛盾のない解読。それがはじめてここに成立したのがあった。“帯に短し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。たすきに長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あし”だっ
た。
　従していることを賞する来の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。論はないようです。者も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国名二段に読むものなの表記が古の委奴な印の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。自ら大夫と称す然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。な姿だ、ということを知らなかったわけではだ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ということを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ知らなかったわけではら大夫と称すなかったわけで一農夫により発見されました。は
ない。前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治記の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。稲葉の中のものである。・市村・大森の各氏はもとより、「天明四年～明治二十五年」間の旧定の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。各氏は疑問を持たれ、金印の読み方を探求しました。はも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。とより発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「天明四年～明治二十五年」について間の、直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。旧定のルールが存
説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（が「委奴＝イトされたものと思われます。」について説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（で一農夫により発見されました。あったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事実な千人の部隊長」というよを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ顧慮したからであったと思われる。したから大夫と称すで一農夫により発見されました。あったと思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。われる。
　また、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明治二十五年以ってす」の印綬に相当するものであ降、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三宅説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（に同調して現在の定説を形造った「三段細切れ」論者して現在の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。定のルールが存説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ形で「委奴」（倭奴）の国王と記されています。百余国の大部族の長として遇せられて造った「三段細切れ」論者った「三段に読むものなの細切れ」について論はないようです。者
も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。“金印はその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。地域を朝鮮・対馬・壱岐の三海峡とする海峡国家といえます。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。部族全く存在しなかった。（「率善そ体の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。統率者に与える方「鮮卑」が与えられる国あえら大夫と称すれる”という中国古の委奴な代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印制は、例え銅印であれ天子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。必ずし
も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。念を導入して解釈した。頭においたことは確実だ。におかなかったわけで一農夫により発見されました。はない。
　その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ためにこそ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「一世紀、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心国は奴国だった」についてとするような仮定のルールが存を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであたてなけ
れば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あなら大夫と称すなかつたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。しかしそれは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴国」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「委の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴国」についてと分です。割して読むのでしょうか。む、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
という細切れ技法」を提示したのです。にだけたよっている。そして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な漢書』（はんよう、一世紀）がーできたと思われました。『日本は古の委奴な三国志』（はんよう、三世
紀）がーできたと思われました。　『日本は古の委奴な後漢書』（はんよう、五世紀）がという、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。印を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ与える方「鮮卑」が与えられる国あえた側の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。史書には全く存在しなかった。（「率善そく適合は、幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。していないも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
で一農夫により発見されました。あった。
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような旧説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。旧々説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。苦しいものになりました。心に対し都はし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。自ら大夫と称す然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。な解読むのでしょうか。に到る。〈列伝七十六達で一農夫により発見されました。きたの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ほかで一農夫により発見されました。も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ない。
「邪馬壹国＝博多湾岸　ーできたと思われました。　倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。中心」についてという視点と相違点があに立っていたから大夫と称すにすぎない。
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事実な千人の部隊長」というよを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ逆の側から見よう。わずか一辺二・三センチメートルの小印であるけれどもの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。側から大夫と称す見されました。よう。わずか一辺二・三センチメーできたと思われました。トされたものと思われます。ルの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。小印で一農夫により発見されました。あるけれども江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。年代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。明確な黄金の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金石文は「邪馬壹国＝博多湾岸」について説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ頑固に支持している。そしに支持って帰る途中、取り落としたのだ。している。そし
て、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。邪馬壹国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。過ごしたのだそうです。去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。歴史の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。線上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつに輝いているのである。いているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある。
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 　倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。時間の、直接軸
　わたしたちは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴国＝邪馬壹国」についてという等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。式は、代々連続していた、と范を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ得た。た。
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二つの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。時点と相違点があの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ時間の、直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。軸にすると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。建武中元二年（はんよう、五七）がから大夫と称す景をなす范曄の初二年（はんよう、二三
八）がまで一農夫により発見されました。同一王朝が連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然続した同一王朝、と見えていたのである。そしてその中心地を、倭国領域内にしていたこととなる。
　　　　57　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　238
＿＿＿｜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿｜＿＿＿
　　建武中元二年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　景をなす范曄の初二年
　それで一農夫により発見されました。はこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。百八十一年間の、直接について、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるというえてみ方を探求しました。よう。『日本は古の委奴な後漢書』倭伝」にある記述「建武中元二年（で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。光武帝
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。あとに二つの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事件です。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ記している。
　(1) 安帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。永初元年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国王帥升等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。生じました。口から五千里の極南の地帯に存在百六十人を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ献してきた倭百余国を率じ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。請見されました。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ願う。（補「生口をう。（はんよう、補「生じました。口から五千里の極南の地帯に存在を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ
献してきた倭百余国を率ず。百六十人、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。請見されました。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ願う。（補「生口をう。」について）が
　(2) 桓・霊の間、倭国大いに乱れ、更ゝ相攻伐し、歴年主無し。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国大いに乱が生じました。れ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。更ゝ相攻伐し、歴年主無し。相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）う伐し、歴年主無し。し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。歴年主無し。
　この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。両記事とも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。当するものであ然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「倭奴　ーできたと思われました。ーできたと思われました。　邪馬壹」について王朝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事件です。となる。
(1)は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一〇七年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(2)は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。一四七年　ーできたと思われました。ーできたと思われました。　一八八年（はんよう、桓帝一四七～一六七、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。霊の間、倭国大いに乱れ、更ゝ相攻伐し、歴年主無し。帝一六八
～一八八）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事だ。そこで一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。これを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ時間の、直接軸に記入して解釈した。すると次ぎに「委奴は、筑前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ようになり発見されました。ます。
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＿＿＿｜＿＿＿＿＿＿｜＿＿＿＿＿｜＿＿＿＿＿｜＿＿＿＿｜＿＿＿
　　　建武中元二年　　　永初元年　　桓・霊の間、倭国大いに乱れ、更ゝ相攻伐し、歴年主無し。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接　　　　　景をなす范曄の初二年
　ほぼ五十年前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治後の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接隔で一農夫により発見されました。邪馬壹国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。歴史が記されていることとなる。(1)で一農夫により発見されました。注目を向けよう。すべき
は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事が「倭国」についてという名称すの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。あら大夫と称すわれた初見されました。で一農夫により発見されました。あることだ。
　さら大夫と称すにここに加えるべきは、『三国志』倭人伝のつぎの記事だ。えるべきは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志』倭人伝」にある記述「建武中元二年（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。つぎの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。記事だ。
「其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。本は古の委奴な亦男子に直属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ以ってす」の印綬に相当するものであて王と為は、与える側（漢・魏・晋など中国側）と与えられる側（夷蛮の長）との間の、直接し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。住とどまること七、八十年。倭国乱れ、相攻伐するとどまること七、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。八十年。倭国乱が生じました。れ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）う伐し、歴年主無し。する
こと歴年」について。
ここで一農夫により発見されました。「歴年」についてといっているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な後漢書』の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「桓・霊の間、倭国大いに乱れ、更ゝ相攻伐し、歴年主無し。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接」についてに当するものである。范曄が時限り、先の「Ａ→Ｂ」とを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ特
定のルールが存したの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志』以ってす」の印綬に相当するものであ外がなかったからです。に直接の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。後漢資料は、「（天鳳二年、一五）莽・・・・・・其の号を改め、匈奴を号して恭奴と曰い、が存在したと思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。われます。
　ところ著した「後漢書・東夷で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。男王「七、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。八十年」についてというの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。実な千人の部隊長」というよ際の印文起草者は、同じ教養の継承者であった。と考えられます。には何ばかりだったでしょうか。年だろ著した「後漢書・東夷うか。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ような問は当然出
いを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ発するの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭人の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「二倍の長さに見えてい年暦」という問題があるからです。」についてという問は当然出題があります。印の真偽問題です。があるから大夫と称すで一農夫により発見されました。す。
　　(1) 魏略に曰く、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。俗正歳四節を知らず。を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ知らなかったわけではら大夫と称すず。
　　　但ゝ春耕秋収を計って年紀と為す。　　〈三国志、倭人伝、裴注所引「魏略」〉ゝ相攻伐し、歴年主無し。春耕秋収を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ計って年紀と為は、与える側（漢・魏・晋など中国側）と与えられる側（夷蛮の長）との間の、直接す。　　〈三国志、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭人伝」にある記述「建武中元二年（、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。裴注所引「魏略」について〉
　　(2) 其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。人寿は、「古より以来」といっている。つまり、この「大夫」の称が魏代にはじまる考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるという、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。或は絶え或は連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然は百年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。或は絶え或は連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然は八、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。九十年。
　　(3) 又裸国・黒歯国有り。復其の東南に在り。船行一年にして至る可し。り発見されました。。復其の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。東南に在り発見されました。。船行一年にして至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十る可し」とある。范曄も当然し。
　右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」との金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(1)の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。自ら大夫と称す然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。な文脈理解によれば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭人は春と秋に二回「年紀」について（はんよう、年の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。かわり発見されました。め）がを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ
も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。っていた、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ということになる。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。点と相違点があから大夫と称す(2)(3)を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであとも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。に実な千人の部隊長」というよ年齢（はんよう、一年に一回齢を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであとる
普通の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。方を探求しました。法」を提示したのです。に換算する）がの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二倍の長さに見えていの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。数値は『三国志』全体の各里数値と同じく、漢代の六分の一になっている、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と理解したの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある（はんよう、実な千人の部隊長」というよ年齢は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。
(2)は五十乃ち到る。〈列伝七十六至る。塞（さい）を出づること二千余里。　〈列伝五十四十～四十五年、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。(3)は船行半に当っています。年となり発見されました。ます）が。
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　今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ここの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「七、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。八十年」についても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。歴史を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ倭人から大夫と称す聞いて書いているのだから、普通いて書いているの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。だから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。普通
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。年数計算に換算すれば銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ「三十五～四十年」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。こととなる。これは先の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。時問は当然出軸で一農夫により発見されました。は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「永
初元年（はんよう、一〇七）が→桓帝の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。はじめ（はんよう、一四七）が」についてにピッタリ収まる。とすると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な三国志』
倭人伝」にある記述「建武中元二年（にいう男王とは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ほかなら大夫と称すぬこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「帥升すいしょう」についてその金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。人で一農夫により発見されました。あるという可し」とある。范曄も当然能性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつが
高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いついと思い使いが捨てたのだ」などという苦しいものになりました。われます。
　ここを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「帥升等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三字を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ倭国王名と見されました。なす人も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。ある。しかし、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。『日本は古の委奴な後漢書』東夷伝」にある記述「建武中元二年（中に
は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。（はんよう、建武）が二十三年（はんよう、四七）が冬、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。句麗の蚕支落の大加、戴升たいしょう等万余口楽浪にの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。蚕支落としたのだ。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。大加えるべきは、『三国志』倭人伝のつぎの記事だ。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。戴升たいしょう等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。万余口から五千里の極南の地帯に存在楽浪らくろうに詣に
詣り発見されました。て内属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）す。〈高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつ句麗の蚕支落の大加、戴升たいしょう等万余口楽浪に伝」にある記述「建武中元二年（〉
　元朔元年（はんよう、前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治一二八）が穢*君と為す。楽浪郡に使属し四わいくんの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。南閭なんりょ等右渠ゆうきょに畔そむき、二十なんり発見されました。ょ等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。右の「廉斯」について、唐の李賢注では「廉斯は邑名なり」と渠ゆうきょに畔そむき、二十ゆうきょに畔そむき、二十そむき、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二十
八万口から五千里の極南の地帯に存在を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ率い遼東に詣り発見されました。て武帝に内属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）す。〈穢*伝」にある記述「建武中元二年（〉
　建武二十年（はんよう、四四）が韓人・廉斯れんし人・蘇馬人、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。蘇馬[言い訳はクリアーできたと思われました。是]等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。楽浪らくろうに詣に詣り発見されました。て貢献してきた倭百余国を率す。〈韓伝」にある記述「建武中元二年（〉
というように、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「～等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。」についてという表記はたくさんある。だから大夫と称す、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。同じ東夷伝」にある記述「建武中元二年（中の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。倭伝」にある記述「建武中元二年（の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「帥
升等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。」についても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。これと同じ「など」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。意味だそうです。つまり、「国王」に相当する身分です。と見されました。なければ銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あなら大夫と称すないと考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるというえら大夫と称すれます。
　帥升が即位」に関する混乱によると言える（以下『後漢書』）。直後、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。後漢へ差し出され、今では国宝となり福岡市立博物館で見ることができます。の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奉貢献してきた倭百余国を率使を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ行なったの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。ある（はんよう、も江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。しそうで一農夫により発見されました。なければ銅印ですが、「魏鮮卑率善仟長」では「魏」が与える方「鮮卑」が与えられる国あ、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。帥升は
『日本は古の委奴な三国志」について倭人伝」にある記述「建武中元二年（にいう「男王」についての金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治代の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王者で一農夫により発見されました。あり発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。その金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。最晩年が永初元年の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。貢献してきた倭百余国を率に当するものであ
る、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。と考えてみれば、これは当然です。なぜなら、中国の天子が夷蛮の長に印を与えるというえら大夫と称すれます）が。
　とも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。かく、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。わたしたちの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。確認めているようですすべきことは、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「帥升」についてが邪馬壹国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王朝において、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王名
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。定のルールが存かな最初の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。王者で一農夫により発見されました。あること、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。卑弥呼の国と同一地域にの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。先代（はんよう、おそら大夫と称すくは前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治代）がに当するものであること、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。二つ
の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。事実な千人の部隊長」というよ。そして、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。おそら大夫と称すくこの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。両者の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。間の、直接には、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。約四十年前の伊都（いと）なり」という説が出て、明治後にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。わたる「倭国歴年の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。乱が生じました。」について
（はんよう、『日本は古の委奴な後漢書』で一農夫により発見されました。は「大乱が生じました。」についてとする）がが存在した。
　以ってす」の印綬に相当するものであ上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつが史料は、「（天鳳二年、一五）莽・・・・・・其の号を改め、匈奴を号して恭奴と曰い、によってわたしたちの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。知らなかったわけではることの金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。で一農夫により発見されました。きる邪馬壹国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。過ごしたのだそうです。去る九千余里。三百日にして乃ち到る。〈列伝七十六の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。歴史で一農夫により発見されました。ある。こう
してみ方を探求しました。ると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴国〔『日本は古の委奴な後漢書』で一農夫により発見されました。は倭奴国〕（はんよう、一世紀）が＝邪馬壹国（はんよう、三世紀）が」についてとい
う等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。式は、代々連続していた、と范は正しかったことが判明した。
〔追い、且は闘い且は行き、夜昼相攻め、肉を割（さ）き、雪を食（くら）う記〕重松明久「魏志倭人伝」にある記述「建武中元二年（を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであめぐる二、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。三の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。問は当然出題があります。印の真偽問題です。」については、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。金印文を極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「漢の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。委奴の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。国王」について
と二段に読むものなのに読むのでしょうか。んだ上は、いずれも信憑性の高い印書の事例です。しかし、一般に印を論ずるとき、いつで一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。「委奴」についてを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ「委と奴」についてと解し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。“伊都国（はんよう、委）がと奴国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。連なり、周旋五千余里なる可し」とある。范曄も当然合は、幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。国家”と
見されました。なしている。しかし『日本は古の委奴な三国志」についてによると、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。伊都国は漢代より発見されました。女王国に統属する国・部族に与えられるもので、陪臣（また家来）し、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。奴国は
「王」についてさえ存在しない。『日本は古の委奴な後漢書』で一農夫により発見されました。は「大倭王」について（はんよう、女王国）がを極めるや、光武（帝）、賜うに印綬を以ってす」の印綬に相当するものであ歴代にわたる倭国の金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。統合は、幸いにもそれにわずらわされる必要がありません。
者と見されました。なしている。いずれから大夫と称す見されました。ても江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。この金印は、偶然にも江戸時代に福岡県の志賀島で一農夫により発見されました。重松説とされているのは、明治時代の学者三宅米吉（は成立しがたい。
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